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分からない 未回答情報A 情報B 情報C
H18 H19 H20 H18 H19 H20 H18 H19 H20 H18 H19 H20 H18 H19 H20 H18 H19 H20
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
文 45.3 54.0 55.5 10.2 4.4 10.9 10.2 9.7 8.6 0.8 2.7 1.6 34.4 28.3 23.5 0.8 0.9 0.0
教育 46.9 51.0 46.9 18.4 6.1 12.2 2.0 0.0 10.2 2.0 2.0 0.0 28.6 38.8 30.6 2.0 2.0 0.0
法 48.8 40.0 23.4 7.3 16.7 6.5 17.1 15.0 18.2 2.4 1.7 5.2 24.4 26.6 45.5 0.0 0.0 1.3
経済 31.2 37.3 41.8 11.6 13.4 6.0 13.8 17.2 22.5 2.9 5.2 1.7 42.0 25.3 27.5 0.0 1.5 0.6
理 26.3 30.8 37.0 25.0 21.4 17.6 6.5 6.0 6.9 5.6 3.5 0.9 37.1 38.3 37.5 0.9 0.0 0.0
医 56.0 51.3 43.1 13.3 9.4 9.0 5.3 9.4 4.9 2.7 2.6 3.5 26.7 27.3 38.9 0.0 0.0 0.7
歯 44.4 63.2 57.9 22.2 15.8 15.8 11.1 0.0 10.5 0.0 10.5 0.0 22.2 10.5 10.6 0.0 0.0 5.3
薬 38.1 36.8 26.2 14.3 18.4 9.5 9.5 7.9 21.4 0.0 0.0 2.4 38.1 36.9 40.5 0.0 0.0 0.0
工 27.8 24.1 30.5 22.5 30.3 18.9 10.1 7.5 8.6 2.4 2.9 2.8 37.4 34.7 38.7 0.2 0.4 0.5
農 36.8 51.5 43.0 14.7 10.1 11.4 5.3 12.1 7.0 0.0 1.0 2.6 43.2 25.3 36.0 0.0 0.0 0.0






学　部 人 人 人 人
文 162 128 31 3
教育 74 49 23 2
法 107 77 25 5
経済 278 182 85 11
理 305 216 70 19
医 224 144 74 6
歯 48 19 26 3
薬 73 42 24 7
工 855 604 209 42
農 168 114 43 11
大学院 2 0 2 0
所属未回答 2 2 0 0











































H18 H19 H20 H18 H19 H20 H18 H19 H20
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
ワープロ 72.9 75.9 70.4 77.3 77.9 73.6 61.4 70.6 62.3
プレゼン 42.4 47.6 44.9 49.5 50.5 48.4 23.6 40.0 35.9

























H18 H19 H20 H18 H19 H20 H18 H19 H20 H18 H19 H20
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
ワープロ 80.8 81.6 79.2 83.6 82.2 75.1 84.4 82.0 73.8 74.2 61.0 83.8
プレゼン 55.4 53.5 53.2 54.2 57.5 56.6 59.8 48.4 51.8 48.6 53.7 46.0
表計算 45.9 46.3 40.5 44.2 52.0 47.5 42.6 43.4 34.2 40.0 34.1 43.2
プログラミング 6.3 4.5 1.9 9.6 10.9 5.4 7.4 4.9 0.0 0.0 4.9 10.8

































































文 57.0 19.5 14.8 15.6 21.1 14.8 46.9 53.1 58.6 35.9 20.3 26.6 33.6 19.5 10.9
教育 65.3 24.5 14.3 18.4 14.3 18.4 65.3 55.1 81.6 26.5 8.2 30.6 24.5 18.3 14.3
法 63.6 15.6 22.1 20.8 9.1 18.2 44.2 48.1 62.3 28.6 10.4 24.7 46.8 26.0 37.7
経済 53.9 26.9 23.6 16.5 9.9 19.8 50.6 53.9 59.9 37.9 13.2 24.2 39.0 16.5 19.8
理 52.8 34.3 38.0 22.2 10.2 16.7 44.0 44.0 50.5 60.7 23.2 17.1 41.2 19.0 11.1
医 60.4 17.4 15.3 15.3 9.7 9.7 43.1 38.9 52.1 27.8 18.8 22.9 37.5 17.4 6.3
歯 68.4 21.1 15.8 21.1 10.5 15.8 42.1 47.4 47.4 15.8 15.8 31.6 57.9 15.8 10.5
薬 47.6 19.1 21.4 9.5 14.3 16.7 38.1 57.1 64.3 45.2 21.4 26.2 23.8 11.9 7.1
工 57.8 29.3 36.8 23.3 12.1 20.2 40.7 47.0 56.3 66.1 33.9 27.2 37.3 17.6 11.8
農 60.5 16.7 14.0 12.3 10.5 21.1 44.7 47.4 63.2 41.2 21.1 24.6 28.1 20.2 8.8
文系 57.8 22.5 19.7 17.2 13.5 17.9 50.0 52.8 62.4 34.4 14.2 25.7 37.2 19.3 19.7
理系
（理工除く） 59.2 17.6 15.7 13.8 10.7 15.1 43.0 44.8 57.4 34.2 19.8 24.5 33.5 17.6 7.5
理工系 56.5 30.6 37.1 23.1 11.6 19.3 41.6 46.2 54.8 64.6 31.1 24.5 38.3 17.9 11.6
全体 57.4 25.7 27.9 19.6 11.9 18.0 44.2 47.8 57.4 50.1 24.1 24.8 37.0 18.2 13.0
表 5 　大学の情報教育で学びたい項目（現役生N1=1575）
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た．結果として，過去 2回に比べて傾向とレベルに大
きな変化は認められず，また高等学校教科「情報」の
実質的な履修漏れが疑われる現役生も，これまで同様
に 3割強ほど存在した．平成18年度，履修漏れが社会
問題化したのを受けて該当する各高等学校では改善に
取り組んでいたはずであるが，平成20年度に至っても
なお，改善の効果を観測することはできなかった．し
たがってこの結果はむしろ，改善の努力を一種の覚悟
をもって放棄している高等学校が少なくないという状
況証拠めいたものを提供していると認識すべきであろ
う．今後の継続的な調査が必要ではあるが，大学にお
ける情報教育については，無視できない割合の未履修
者が存在することを想定した教育内容に当面とどまる
のが妥当であり，既習者を前提とした教育に全面転換
することは現時点では無理があると言える．
一方，平成19年 9 月，高等学校普通教科「情報」は，
現行の 3科目（「情報A」，「情報B」，「情報C」）を統
合して「社会と情報」及び「情報の科学」の 2科目
に整理する方向性が打ち出され（中央教育審議会 初
等中等教育分科会 教育課程部会 家庭，技術・家庭，
情報専門部会），平成20年12月にパブリックコメント
が招請された．これにより高等学校学習指導要領が
改訂され，平成25年度の高等学校入学生から新課程
での情報教育が始まる見通しとなった．これは学年
進行で実施されるため，新課程を修了した生徒が大
学に入学してくるのは平成28年度となる．平成18年
度と同様，大学は平成28年度までに再び新課程対応
の改革を求められることになる．しかし，大学側で
準備した平成18年度の新課程対応策が情報教育に関
する限り空振りに終わり，教育内容もレベルも予定
より低空飛行となっている以上，大学の情報教育を
現状のまま平成27年度まで継続することに合理性を
見出すことは難しい．新入生の情報対応能力の実情
や大学の情報教育で学びたい事項のランキングなど
を参考に，少しでも高等教育機関らしい情報教育の
実施に向けて，改革の努力を怠らないことが必要と
考えられる．
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